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和
漢
朗
詠
集
と
宮
本
武
蔵

戦

気

寒
流

帯
月

澄
如

鏡

道

楽

大

き

く
上
半

部

に
、

「
戦
気

」
と

二
字

、
縦

に
墨
書

し

て
す

こ
し
余
白

を

お
き

、

そ
の
下
半

部

に
、

「
寒
流
帯

月

澄
如

鏡

」

の
七
字

が
、

く
ず

し

た
達

筆
で

書

か
れ

て

い
る
。

そ

の
右
わ

き

、

や
や

下

よ
り

に
、

「
澄

」

と

「如

」

の
字

の
間

の
横

に
、
小

さ
く

「
道

楽
」

の
署
名

が
あ

る
。

署
名

の

上

に
、
額

形

の
朱
印

「
二
天
」

を
押

す
。

(料

紙

は
紙

)

(

一
b。
ド
㊤
×
b。
9
0
§

熊
本

県

八
代

市

松
井

明
之

氏
蔵

)

こ
の
書

跡

は
、
宮

本
武

蔵

の
真
筆

で
、

「
二
天

」
、

「
道
楽

」

と
も

に

そ
の
号
で

あ

る
。

宮
本
武

蔵

(正
保

二
年

〈
一
六

四
五
〉

五
月

十
九

日
没
。

六
十

二
才

)

1

ふ

つ
う

、

こ

の
氏

名
で
知

ら

れ

て
い
る
が

、

そ

の
著

書

「
五
輪

書
」

で

は
、

「
生

国
播
磨

の
武

士
新

免
武

蔵
藤

原

の
玄

信
」

と
書

い

て
い
る

よ

う

に
、
藤

原

姓
、

名
字
は
新

免

、
武
蔵

と
称

し

、.
玄
信

と

い

っ
た

。

(
「

武

蔵
守

」
と

あ

る
の
は

、
流
派

を

つ
い
だ

門

人
よ

り

の
尊

称

)

現
在
、

残

っ
て
い

る
武
蔵

の
真
筆

「独

行
道

」

(注

、
1

)

に
は
、

「
正
保

弐
年

五
月
十

二
日
」

の

日
付

け
と

と
も

に
、

「
新
免

武

蔵
玄

信
」

に
花
押

が
あ

り

、
額

形

の
朱
印

「
二
天

」
を

押
し

て
い
る
。

武
蔵

の
没

後

、
養
子

の
宮

紫

藤

誠

也

本

伊
織

が

、
承

応

三
年

〈
一
六

五

四
〉
豊

前
小

倉

に
建

て
た

「
新
免

武
蔵

藤

原
玄

信

二
天

道
楽

居
士
碑

」

(
以
下

『
小
倉

碑
文

』

と

い
う

)
は
、
肥

後

熊
本

、
泰

勝

寺
第

二
世

の
春

山

の
撰
文

で
あ

る
。

そ

の
文
中

に
も

「
武

蔵

玄
信
号

二
天

」
と

記
す

。

「
道
号

を

二
天
道

楽
と

号
す

」
と

武
蔵

の
伝

記

『
二
天

記
』

(豊

田

正
脩

著

、
同

景
英

校
。
宝

暦

五
年

〈
一
七

五
五

〉

刊
)

に

い
う
。

こ
れ

ら
か

ら

も
、
武

蔵

は
、

「
二
天
」

の
号

と

と
も

に
、

「
道

楽
」
と
も

い

っ
た

こ
と

が
わ

か

る
。
な

お
、

「
宮

本
」

と

い
う

の
は
、

そ

の
出

身

の
地
名

か

ら
き

た
通

称
で

あ

ろ
う
。

類

似

の
額

形

「
二
天
」
印

の
使

用

の
あ

と
は

、
武
蔵

の
絵

画
作

品

の
中

で

も
代
表

作

に
数

え

ら
れ

る
、

「
達
磨

の
頂
相

図
」

「
達
磨

の
図
」

「
梅

に
は
と

の
図

」

(
と
も

に
細

川
護

立
氏

蔵

)
、

「
さ
ぎ

の
図

」

(
松
井

明

之

氏
蔵

)
な

ど

に
見

ら
れ

る
。

こ

の

「
戦
気
」

の
書
幅

を
伝

来
し

た
松

井

家

は
、

も
と

肥
後

藩
主

細
川

家

の
家
老

で

、
武
蔵

の
肥

後
在

住
中

よ

り

、

死

後

の
葬

送

ま
で

、
何

か

と
親
身

の
世

話

を
し

た
家

柄
で

あ

る
。

明
治

四
十

年

〈
一
九

○
九

〉

五
月
十

九

日

(武

蔵

の
命

日

)
、
熊
本

市

の
観
聚
館

で

、
宮

本
武

蔵
遺
蹟

顕

彰
会

が
主
催

し

た
武
蔵

の
遺
墨

遺
品

の

陳

列
品

目
録

に
は

、

(注

、

2

)

一
、
掛

物

戦

気
云

云

一
幅

と

い
う

の
が

二
点

、
松
井
敏

之
男

爵
家

蔵

、
寺

尾
雲
起

氏

蔵
と

あ

る
。
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池

辺
義

象
氏

は
、

そ

の
著

『
宮
本

武
蔵

』

の
第

八
章

、
逸

事
で
、

書

は
今

、
松

井
男
爵

家

、

及
寺

尾
家

に
伝

へ
た

る
幅

、
戦
気

寒
流

帯
月

澄
如

鏡

の
字
体

、

又
寺

尾
家

の
兵
法

論

の
序

、
野

田
氏

の
独
行

道
、

前

田
氏

の
五
輪
書

、

山

尾
氏

の

三
十

五
箇

条
を

見

く
ら

ぶ
る

に

筆
力

遵

健
、
気

醜
あ

り

て
禅
味

を
帯

び

た
り

。
本
書

処

々

に
挿

入

せ

し

を
見

て
心
得

べ
し
。

(
注

、
3

)

と
述

べ
、
巻

頭
、
写

真
版

を

の
せ

て
、

「
武
蔵

自
筆

独

行
道

」

の
下

に
、

『戦

気
』

の
幅
を

、

「

『
武
蔵

自
筆

』

(
松
井

男
爵

蔵

)
」

と
紹

介

さ

れ

た

。

こ
れ
を

よ
く

見
る

と
、
右

の
幅

に
似

て
い
な

が
ら

、
署
名

の

「
二
天

道
楽

」

の
四
字

は
、
と

も

に
墨

書

し

て
あ

る
。

こ
れ
は

、
当
時

寺

尾
家

所

蔵

の
写
真

に
、

解
説
を

あ

や
ま

っ
た
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

な

お
右

の
池

辺
氏

の
記
述

の
中

で
、
武

蔵

の
書
跡

と

、
現
在

確

認
で
き

る
も

の
は
、

松
井

家

の

『
戦
気

」

の
書

と
、

『
独

行
道
』

だ

け
で
あ

る
。

寺
尾
家

の

『
戦
気

』

の
書

は

所
在

不
明
。

漢
文

体

の

『
兵

法
輪

の
序

』

は

掲
載

の
写
真

版

一
葉
で

見

る
か
ぎ

り
武

蔵

の
著

述

と
は
断

定

し
か

ね

る
。

『
五
輪
書

』

と

『
三
十

五
箇

条
』

の
自
筆

は
、
明

治

の
当
時

、
す

で

に
存

在
し

な
か

っ
た

の
で

は
な

か
ろ

う
か
。

池

辺
義

象
氏

は
、

さ
ら

に

「寒

流
帯

月

澄
如
鏡

」
と

は
武

蔵
自

か
ら
好

み

て
常

に
書
き

た
り

と

い

へ
り

。

こ
の
人

の
心
ま

た
か

く

の
如

き

も

の
あ
り

し
な

ら
む
。

鳴
呼

武
蔵

は

一
の
剣
客

の
み

に
は

あ
ら

ざ
り

し
な

り
。

近
世

の
偉
丈

夫
な

り
し

な
り

。

(注

、
4

)

と
書

か

れ
た
が

、

「
寒

流
帯

月
澄
如

鏡

」

の
七
文
字

に

つ
い
て
は

、
何
も

ふ
れ

て
お

ら
れ

な

い
。

こ
れ

は

、
和
漢

朗
詠

集

の
上
巻

、

「
歳
暮

」
と

題
す

る
中

に
出

て

い
る
。

カ
ン

リ
ュ
肖

ツ
キ
ヲ

オ
ビ
テ

ス
メ
ル
コ
ト

カ
ガ
ミ
ノ
ゴ
ト
シ

寒

流

帯

レ

月

澄

如

レ
鏡

セ
キ

ス
イ

シ
モ
ニ

ワ
シ
テ

ト
キ

コ
ト

カ
タ
ナ
一=
一タ
リ

タ

吹

和

レ
霜

利

似

レ

刀

白

(山
田
孝
雄
校
訂

和
漢
朗
詠
集
)
〈
注

、

5

〉



白

楽

天

の

こ
の
詩
句

、
白
氏

文
集
で

は
、
巻
十

六

の
、

「
江

楼
宴

別
」

と

題
す

る

七
言
律

詩

に
見

ら

れ
る
。

こ

の

『
戦
気

』

の
書
跡

は

、

「
戦

気

」
と

い

っ
た
ん
読

み
切

り
、

「
寒

流
月

を
帯

び

て
澄

め

る

こ
と

鏡

の
如

し

」
と
読

み

つ
ぐ
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

そ

れ
は

、

「
寒

流
帯

月
澄

如
鏡

」
が

、
和

漢
朗

詠
集

に
載

る
白
詩

の

一
行

で
あ

る
以

上

、

「
戦

気

」
は
、

武
蔵

が
、

別

に
付

け
加

え
た
語
で

、

下

の
詩
句

に
対

す

る

「
表

題

」

の
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

武

蔵

は
、
武

人
が

剣
を

執

っ
て
戦

い
に
臨

む

心
境

を
説

明
す

る

の
に
、

「
邪
念

が

な

い
」

と
か
、

「
静

中
動

あ
り

動
中

静
あ

り

」
な
ど

と

い

っ
た

よ
う

な
、
自

己

の
知

識

や
才
覚

を
な

ら

べ
た

て
る

こ
と
を

せ
ず

、
ず
ば

り

そ

の
心
境

に
合
口
致
す

る

、
平
素
読

み

な

れ
た
和

漢
朗

詠
集

の
詩

句
を

も

っ

て
し

た
も

の
でて
あ

ろ
う
。

筆
勢

・
内
容

と

も

に
、
武

蔵

そ

の
人

を
、

も

っ

と
も

よ
く
表

現

し

た
も

の
と
言

え

る
だ

ろ
う
。

「
戦
気

」
と

表
題

し

て
、
七

言

一
句

を

添
え

た
と

こ
ろ
は
、

和
漢
朗

詠

集
が

題
目

を
た

て
て
詩

歌

を
排

列
し

た
趣
向

に
よ
く

似

て
い
る
。
あ

る

い

は
、

「
戦
気

」

と

い
う
表

題

は
、

「
公
案

」

に
当

り
、

「
寒

流
帯
月

澄
如

鏡

」

の
詩

句

は

、

「
著

語
」

に
当

る
と
も

説

明
で

き

る
だ

ろ
う
。

こ
の

『
戦

気

寒

流
帯

月
澄

如
鏡

」

の
書
幅

を

見

て

い
る
と
、
武

蔵

は

和

漢
朗

詠
集

を
、

よ
く
読

ん
でて
い
た
よ

う

に
思
わ

れ

て
く

る
。

二

 

武

蔵

が
、
和

漢
朗

詠
集

を

、
読

ん
で

い
た
と

思
わ

れ

る
形
跡

は
、
多

い
。

ま
ず

、
武

蔵
が

六
十

才

の
と
き

、
寛
永

二
十
年

〈
一
六ハ
四
三

〉
十
月

十

日
、
起

筆
し

た

『
五
輪

書
』

の
地

の
巻

を
見

よ
う

。

第

二
水

の
巻

、
水

を
本

と
し

て
心

を
水

に
な

る

(
イ
す

)
也

。
水

は
方

円

の
う

つ
わ
も

の
に
随

ひ
、

一
て
き

と
也

、
さ

う
か

い
と

な
る
。

水

に
碧

潭

の
色

あ
り

、
き

よ
き

所
を
も

ち

ひ

て
、

一
流

の
こ
と
を
此

巻

に
書
顕

す
也

。

(注

、
6

)

と
あ

る
文

中

の
語
で

、

「
一
て
き

」
「
さ

う
か

い
」

「
碧

潭

の
色
」

に
注

目

し

た

い
。

『
五
輪
書
』

に
先

だ

つ
武
蔵

の
著
述

『
兵
法

三
十

五
箇
条

』

(

寛
永

十

八
年

〈
一
六

四

一
〉

二
月

、
細

川
忠

利

の
た
め

に
書

い
た

)

の
、

「
心

持

の
事
」

の
文
末

に
も

、

水

に

へ
き
た

ん

の
色

あ
り

、

一
滴

も
あ

り

、
槍
海

も
在

り

。

(下

略

)

(
注
、

7

)

と
書

い

て

い
る
。

「
一
滴

」
は

、

「
十

五
夜

」

の
菅

三
品

の

「
金
膏

一
滴
秋

風
露

」

に
、

「
槍

海
」

は
、

「
山

」

の
賀
蘭

遂

の

「
百
丈
山

」

と
題
す

る

「黛

色

迫
臨

蒼
海

上
」

に
出

る
。

「
碧
潭

の
色

」
は

、

「
山

水

」

の
江
澄

明

の

「
水
復

ミ
ヅ
タ
ガ
イ

ヘ
ニ
カ

ヘ
キ

タ
ン
ノ
イ

ロ
ヲ
ソ
メ
ダ

セ
ル

,

水

、
誰

家

染
出
碧

潭

之
色

」
と
あ

る
。

こ
れ

は
、

朗
詠

集

を

よ
く
読

ん

で

い
た

こ
と

の
投

影
と

考

え
ら

れ
る
。

こ

こ
に
、
天

明

二
年

〈
一
七

八

二
〉

八
月

、

丹
羽
信

英

の
識
語

を
も

つ

『
新
免

武
蔵

先
生

伝

記
』

を
引

い

て
、
考
察

を
進

め

て
み
た

い
。

一
、
.
先
師

、
常

々
絵

ヲ
好

ン
デ
画

ケ

ル
、

墨
絵

多

シ
。
達
磨

ヲ
書

レ
シ

モ
有

、
或

ハ
唐
犬

ヲ
烏

ノ
ナ
ブ

ル
処

ヲ
画
、
或

ハ
岡

二
雄
子

一

羽

居

タ

ル
図

有

リ
。
大

方
墨

絵

ナ
リ
。
今

モ
江
戸

ニ
テ
見
当

リ
有

リ

我

徒
東

武

二
行

カ

バ
、
心

ニ
カ

ケ

テ
可
レ
求

コ
ト
ナ
リ
。
印

バ
カ
メ

マ

ル
ノ
形
、
中

二
古
文
字

一一
テ
名
乗

ア
リ
。
絵
大
カ

タ
古

ビ
テ
、
絵
所

ニ
テ

モ
印

ヲ
隠

シ
テ
ミ
ス
レ
バ
、
家

ノ
画
ト
見
違

コ
ト
有

リ
ト
ゾ
。

(中
略
)

一19一



又
手
筆

モ
抜
群

ナ
リ
キ
。
本

国
立
花
権

石
衛
門
増
時
所
持

ス
ル
ハ
、

春

風
桃

李
花

開

日

秋

雨
梧

桐
葉

落
時

、
是

兵
法

ノ
初

終

ナ
リ

ト
、

行

文
字

二
書

レ
タ
リ

。
実

二
兵
書

二
書

レ
シ
如

ク
、
万

ヅ

ニ
於

テ
我

師

匠

ナ

シ
ト

ハ
、

万
事

二
付

思

ヒ
知

ラ

ル
ル

コ
ト

ナ
リ
。

(
注
、

8

)

こ
の

『
伝

記
』

に
は
、
武

蔵
を

、

「
先
師

」
と

呼
び

、

い
ろ

い
ろ

の
事

跡

を

の

べ
、

「
絵

画

」
と

「
書
跡

」

に

つ
い

て
ふ
れ

て

い
る

こ
と

に
注
目

し

た

い
。
武

蔵

の
経
歴

を
考

え

る
と
き

、

『
二
天

記
』

と
と

も

に
、
参

考

に
な

る
記
事

が
多

い
。

天
保

十

四
年

〈
一
八
四

三
〉

に
刊
行

さ

れ
た
と

い
わ

れ

る
源
徳

修
著

、

『撃

剣
叢

談

』
巻
之

四

に
は
、

「
武

蔵
流

円
明
流

と

も
云

」
と

い
う
項

目

を
た

て
て
、

「
又

印

秘
伝

の
句

に

春
風

桃
李
花

開

日

秋

露
梧

桐
葉

落
時

此

一
腓

を
以
悟

道

の
妙
境

と

す

る
也

」

(
注
、

9

)

右
、

二
書

の
記

述
か

ら
、

武
蔵

は
、

「
春

風
…

…
」

の
詩
句

を

、

「
悟

道

の
妙

境

」
と
し

た

こ
と
が

わ
か

る
。

こ
の
詩
句
、

和
漢

朗

詠
集

に
は

、

「
恋

」

の
部

に
出

て
い
る
。

こ
れ
も

、
白
氏

文
集

巻
十

二
、
感

傷

四

の

「
長
恨

歌

」

に
見
ら

れ
る

が

『
文
集

』
で

は
、

「
日
」

は

「
夜

」

、

「
露

」

は

「
雨
」
と
あ

る
。

ハ
ル
ノ
カ
ゼ
ニ

タ
ウ
リ
ノ

ハ
ナ
ノ

ヒ
ラ
ク
ル
ヒ

春

風

桃

李

花

開

日

ア
キ
ノ
ツ
ユ
ニ

ゴ

ト
ウ
ノ

ハ
ノ

オ
ツ
ル

ト
キ

秋

露

梧

桐

葉

落

時

こ
の

「
春

風
…

…
」

の
書
跡

に

つ
い
て
、

昭
和
十

一
年

〈
一
九

三
六

〉

に
出

版

さ
れ

た
添

田
達

嶺

氏

の

『
画

人
宮
本

武
蔵

』

で

は
、

小

倉

の
毛
里

家
所

蔵

の
「
春

風
桃

李
花

開

日

秋

露
梧

桐

葉
落
時

」

の
十

四
文

字
な

ど
は

、
所
謂

文

人
書
家

の
筆

に
は
見

る

こ
と

の
出

来

な

い
超
凡

脱
俗

せ
る

も

の
で

あ

る
。

(注

、

10

)

と
述

べ
、
巻
頭

に
は

写
真
版

を
載

せ
、

「
武

蔵
書

春

風
桃

李

小

倉

毛
里

家
蔵

」
と

注
記

し

て
い
る
。

(戦
後

、

所
在

を
知

ら
な

い

)

写
真

版
で

見

る
と
、

「
是
兵

法
之
初

終
也

宮

本
武

蔵

」
と
細

字

を
書
き

そ

え

大
き

な
印

を
捺

し

て
い
る

よ
う
だ

が
、
武

蔵

の
真
筆

と

は
認

め

に
く

い
。

こ
う

い
う
武

蔵
筆

と

い
わ

れ
る

「
春

風
桃

李

…
…

」

の
筆
跡

が

あ

る

こ
と

は
、

た
と

え
現
存

の
も

の
は
真

筆
で

は
な

い
に
し

て
も
、

そ

う

い
う
内

容

の

こ
と
を

、
武
蔵

が

言

っ
た
り

、
あ

る

い
は
、
書

い
た
り

し

て
い
た

こ
と

を

物
語

る
。

『
撃

剣
叢

談
』

の
記
事

と
も

思

い
あ

わ

せ

て
興
味
深

い
。

吉
川

英

治
氏

は
、

『
随
筆

宮

本
武
蔵

』

の
、

「
彼

の
筆
跡

」
で

、

(
マ

マ
)

一

春

風
桃

李
花

開
時

秋

露
梧

桐
葉
落

時

二
行
、

堅

を
紹
介

し

て
、

こ
の

二
行

を
、

「
有
名

な
白

楽
天

の
長
編
詩

"
長
恨
歌

"

の
中

の

一
章

句
で

あ

る
凶

(
注

、
11

)
と
言

わ

れ
た
が

、

こ
れ

は
誤

り
。

武
蔵

の
愛

唱

し
た

と
思

わ
れ

る

「
春

風

…
…
」

の
詩

句

は
、

「
…
…

…

花

開

日
、
・
:
露

…
…
葉

落
時

」

と

い
う
和
漢

朗
詠

集
中

の
も

の
で

、
長
恨

歌

の

「
…

…
夜

、
…
・雨

…
…

」

と
は

、
ち
が

っ
て
い

る
。

こ
の
よ

う

に
、

『
五
輪
書

』

に
見

る

漢

語

の
使

用

例

や

、

「
春
風

桃

李

…
…

「

の
詩

句

を

兵

法

の
悟

道

の
秘
訣

に
し

た

こ
と
、

そ

れ
は
長
恨

歌

に
出

る
有

名

な

詩

句

と

は

い

え
、

朗
詠

集

に
あ

る
用

字
で

し

て

い
る

こ
と

は
、
武

蔵

の
和
漢

朗

詠
集

へ
の
傾
倒

と
、

大

い

に
関
連

が
あ

る
だ

ろ

う
。
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武

蔵

に
は

俳
譜

作
品

が
あ

る
。

そ
し

て
そ
れ

に
も

和
漢

朗

詠
集

を
愛
読

し

た
形
跡

が

み
と

め
ら

れ

る
。
昭

和
十

七
年

七
月

号

の

「
俳
句

研
究

』

に

発
表

さ

れ
た

、
故

杉
浦

正

一
郎

博
士

の

「
宮
本

武
蔵

の
俳

譜

」
と

い
う
論

文

が
あ

る
。

そ
れ

に

は
天
理

図
書
館

の
綿

屋
文

庫
本

中

に
あ

る

『
鉋

屑
集

』

、

『
到

来
集

』

に
見

え
る
武

蔵

の
作

品

に

つ
い
て
、
す

ぐ

れ
た

見
解
が

の
べ
ら

れ

て
い
る

。
さ
き

ほ
ど
、

天
理

図
書
館

の
ご

好
意

に

よ
り

、

こ
の

二
本

と
も

調
査

す

る

こ
と
が
で

き

た

の
で

、
私

見
を
加

え

て
み
た

い
。
と

も

に
柳
亭

種
彦

の
手

沢
本

で

、
種
彦

自
筆

の
書

き
入

れ
が

あ

る
。
武

蔵

の

俳
譜

作
品

に
は
、
早

く
柳
亭

種
彦

が
注

目

し

て
、
さ

ら

に
杉
浦

博
士

に

よ

っ
て
発
掘

紹
介

さ

れ
た

こ
と

に
な

る
。

『
鉋

屑
集
』

は
、

『鉋

屑
』

と
も

よ
ば

れ

る
中
本

七
巻

七

冊

の
俳

譜
集

で
あ

る
。

備
前

片
上

の
住

人
、

岡
本
仁

意
胤

及

の
編

。
北

村
季
吟

の
蹟
が

つ
く

、
万

治

二
年

二

六

五
九

〉

の
刊

行

で
、

こ
れ

は
武

蔵

の
没
後

十

四

年

に
当

る
。

(
京
都

、
西

田
庄
兵

衛

開
板

)

著

考

、

岡
本
胤

及

は
、

「
貞
徳

門

の
古

い
俳
人

で

、
中

国
筋
随

一
の
由

心

人
物

、

『
医

を
以

て
業

と
す
』

(誹

家
大

系
図

、
生

川
春

明

)
と
あ

る

が
、
松

江

維
舟

の
、

『
九

州
旅
行
』

(
仮
題

)
に
は
、

筑
紫

よ
り

の
帰
途

胤
及

と
出

会

っ
た
と

見
え

て
、

『
雪

の
児
島
筆

に
見

こ
し

の
絵
島

哉

維

舟

』

の

一
句
を

も

の
し
、
其

前
書

に

『
岡
本

仁
意

胤
及

絵
師

』

と
あ

っ
て

画
家

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
」

と

い
う
杉
浦

博
士

の
説

明

が
あ

る
。

武

蔵

の
作

品
が
、

ど
う

い
う
事

情
で

入
集

し

て
い

る

の
か
よ

く
わ
か

ら

な

い
。
胤

及
と

、
彼

の
郷
土

が
近

か

っ
た

た
め
か

、
あ

る

い
は

、
松
江
維

舟

の
い
う

よ

う
に
、
胤

及
が

絵
師

で
あ

っ
た
と
す

れ
ば

、
武

蔵

の
絵
画
文

芸

に
、
格

別
、

関
心
を

持

っ
て
い
た

の
か

と

も
思
わ

れ

る
。

「
鉋

屑
集

』

に
は
、

京

・
大

坂

・
江
戸

な

ど

の
連

中

の
名
も

見

え
る
が

大

部
分

は

、
播
州

、
作

州
、
備

中

、
備
後

、
備

前

の
人

々
で
、

そ

の
中

に

九
州
人

は
、

長
崎

の
竹

翁
と

、
小
倉

の
無

何

の

二
人

だ

け
で
あ

る
。

巻

五

の
付
句

の
巻

の
巻

末

に

「
句
引

」

が

つ
い

て
い

て
、

三
十

六

丁
裏

に
、
小

倉

の
住
と

し

て

無
何

二

の
句

数

が
記
し

て
あ

る
。

こ
の

「
無
何

」
が

武
蔵

で
あ

る
。

(注

、

12

)

杉
浦

博
士

が
調

査
さ

れ
た

こ
ろ
、

「
鉋

屑
集

」

は
、

七
巻
全

部

そ

ろ

っ

て
い
な
か

っ
た

た
め

、

「
夏
」

の
句

一
句

だ

け
を
紹

介
さ

れ

て
、

「
無
何

の
、知
ら

れ
ざ

る
合
ヱ

句

は
、
春

、
秋

、
冬

の

三
巻
中

の
ど

こ
か

に
収

め

ら

れ

て
い
る
筈
で

あ

る
。
『
鉋

屑
集

』

の
之
等

の
巻

が
発

見
さ

れ
た

な
ら

ば

、
ど

ん
な

句
が
収

め
ら

れ

て
居

る
か
、

興
味

の
あ

る
問

題
で

あ

る
」

と
前
記
論

文
中

に
も

書
か

れ
た

。

さ

い
わ

い
、
影

写
本

が
見
ら

れ

る
現
在

、

「今

一
句

」
は

、
巻

一
の

「

春

」

に
あ

る
。

「
句

引
」

ど
お

り
、
無
何

の

「
二
句

」

と
も

に
、

入
集
し

て

い
る

。

巻

一
の
、

「
ハ
ル

廿

二
丁

裏

」
、

「
梅

」

の
部

に
ま
ず

出

る
。

鑓
梅

の
さ
き

と

を
れ

か
な
春

三
月

宮

木
氏
武

蔵

無

何

「
宮

木
氏

」
と

あ

る
の
は

、

「
宮

本
氏

」

の
誤
写

で
あ

る
。

(巻

二
夏

の
版

本

を
見

て
も

、
宮

本

の

「
本

」
が

、
最
後

の
横

い
ち

を

、
縦

ぼ
う

に

半

分
か

け

て

い
る
だ
け

で
あ

る
。

)

こ
の

「
春

三
月

」

の
語

は
、
和
漢

朗
詠

集

の
、

「
閏

三
月
」

の
項

に
出

て

い
る
。
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今

年

閏

在

二

春

三

月

一

剰

見

金

陵

一

月

花

。

陸
侍
御

「
鑓
梅

の
さ

き
と

を

れ
か

な
」

に

「
春

三
月

」

の
語
を

つ
づ

け
た

の
は

朗

詠
集

に

「
今
年

閏
在

春

三
月

」
と

い
う
詩

句
が

あ

る

こ
と
を
知

っ
て
、

使

用
し

た
も

の
と
見
ら

れ

る
。
句

中

の

「
春

三
月

」

は
、

「
閏

三
月
」

の

意

味

に
お
き

か

え
ら

れ
る

。

「
閏

三
月

」

と

い
う
項

目
は

、

『
千

載
佳

句
』

な

ど
、

そ

の

こ
ろ

の
漢

詩

部
類

書

や
、勅

撰
歌

集

・
『
古

今

和
歌

六
帖

』
な
ど

の
部
類

と

は
相

重

な
ら

な

い
、

和
漢

朗
詠

集
独

自

の
項

目

の

一
つ
で

あ

る
。

朗
詠

集

の
、

「
閏

三
月

」

の
項

目

に
は

、
漢
家

の
詩

句

一

(
「
今
年

閏

在
春

三
月

」

)
、
本
朝

の
摘

句

一

(
「
今
年

又
有

春

序
」

源
順

)
、
詩

句

一

(
「
同

題
」
藤

滋
藤

)
と
、
和

歌

一
首

(
「
や
よ

ひ

に
う

る
ふ
月
あ

り

け

る
と
し

よ
み

け

る
伊
勢

」

〈
古

今
集

、

春
上

〉

、

『
伊
勢
集

下
』

に
は

「
三
月

ふ
た

つ
あ

る
と
し

」
と

あ

る
)
を

収

め

て
い

る
。

「
閏

三
月
」

と

い
う

の
は
、

「
や

よ
ひ

に
う

る
ふ

月
あ

り
」

で
、

「
今

年
又
有

春

」
と

か
、

「
三
月
ふ
た

つ
あ

る

」
と

い
う

そ

の
喜

び

に
あ

ふ
れ

た
語

で
あ

る
。

朗
詠
集

の
、

す

ぐ
前

に
出

る
項

目

「
三
月

尽
」

で
、

「
留

春

春

不
駐

」
、

「
燗
帳

春

帰
留
不

得

」

(
と
も

に
白
詩

)
な
ど

を
読

み
あ

わ
せ

る
と

、

こ

の
喜
び

は

よ
り

は

っ
き

り
知

ら

れ
る

。
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「
春

三
月

」

の
語

に
、

こ
う

い
う
背
景

が
あ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
武

蔵

の

「
鑓
梅
」

の
句

に
生

命
が

み
な
ぎ

る
。
例

年

よ
り
春

の
季
節

が

、

ひ
と

月

余
分

に
加

わ

っ
た
今

。

「
鑓
梅

」

の
天
ま

で
突

き
抜

け

る
若

い
幹

。
鑓

の

「
穂

先

」

に
も

似

た
そ

の
幹

の
先

端

。

「
さ
き

」

に
は
、

鑓

の
穂

「
先

」

と
と
も

に
、

梅
が

「
咲

き
」

を
懸

け

て
い

る
。

そ
し

て

「
さ

き
と

を
れ

か

な
」

と
よ
む

。
言

葉

の
懸
り

の
面
白

さ

を
追

う
点

で

は
、
当
時

流

行

の

「

貞

門
俳

譜
」

調

の
句
風

で
あ

る
。
朗

詠
集

を

ふ
ま

え

て

い
る

こ
と

、

と
と

も

に
、

こ

の
句

に
は

、
武

人
武
蔵

を

反
映

し

て

い
る
。

こ
の

「
鑓
梅

」

の
句

を
、
今

残

っ
て
い

る
武

蔵

の
画
業

に
関
連

さ
せ

て

み
る

と
、

さ
ら

に
興
味

深

い
。

「
梅

と

は
と

の
図

」

(細

川

護
立
氏

蔵
、

重

文

)
は
、

こ
の
句
境
と

一
致
す

る

よ
う
でて
あ

る
。
画

面

、
中
央

や
や

下

に
、

は
と
が

梅

の
枝

に
と
ま

っ
て
い

る
。
右

よ
り

に
、
古

木

か
ら

天
ま
で

突

き
抜

け

て
伸
び

る

や
り
梅

の
若

い
幹

。
全

画
面

の

ほ
と
ん

ど

四
分

の
三

の
長

さ
を
し

め

て
、
ま

さ

に

「
さ
き

と

を
れ
か

な

」

梅

に
よ
く

見
ら

れ

る
伸
び

か
た

で

は
あ

る
が

、

一
方

に
は
発

句

と
な
り

、

一
方
で

は
画

題

と

な

っ
て

い
る
。
作

句

と
作

画

の
時
期

は

、
同

一
で

な
く

と
も
。

武
蔵

が

、
閑

日
月

を

す
ご
し

た

の
は

、

『
五
輪
書

』

の
記
述

か

ら
見

て

だ

い
た

い
五
十

才
以

後
で

あ

ろ
う

。

そ

の
年
代

で

、
閏

三
月

が
あ

っ
た

の

は
、

『
三
正
綜

覧
』

に
よ

る
と
、
寛

永

十

四
年

〈
一
六

三
七

〉
で

、
武

蔵

五
十

四
才

。

こ

の
こ

ろ
、
武

蔵
は

、
小
倉

に
在
住

し
た

と

い
わ
れ

る
。

『

鉋

屑
集

』

の
句

引

に
、

「
小
倉

住

」
と

し

て

い
る

の
は

、
当

然
で

あ

る
。

『
二
天
記
』

に
よ

る
と

、
武

蔵
が

小
倉

に
行

っ
た

の
は

、
寛

永
十

一
年

で

小

笠
原

忠

真

に
養

子

の
宮
本

伊
織

を
仕

え
さ

せ
、
自

分

は
客

分
と

し

て
数

年

と

ど
ま

っ
た

。

同
十

四
年

冬

に
は
、
島

原

に
切

支
丹

の
乱

が
起

り
、

武

蔵

と

伊
織

は
出

陣

し

て
、
抜

群

の
功
績

を
た

て
て
、
後

に
、
伊
織

は
、
小

倉

小

笠
原

家

の
家

老
職

と

な

っ
た
。
寛

永

十
七
年

、
武

蔵

は
、

肥
後

の
細

川

忠

利

に
招

か
れ

、

伊
織

を
小

倉

に
と

ど
め

て
、
単

身

肥
後
熊

本

に
来

て
、

没
年

に
及

ん

だ
。

「
無
何

」

と

い
う

の
は
、

武
蔵

の
俳

号
で

あ

ろ
う
。

「
無

何
」

と
は

、

何
も

な

い
郷

で
、

無
為

の
仙

境
を

象
徴

す

る
。
荘

子

の
遣
遥

遊
篇

の

「
無

何
有

之
郷

」

に
出

て
、

万
葉

集

以
来

、
わ

が
古
典

作
品

に
も

見

え
る
。

こ
れ

を
朗

詠
集

に
求

め

る
と

、
「
酒
」

の
部

、
「
入

酔
郷

」

と

い
う
後
中

書

王

(具
平

親

王

)

の
詩

句

が
あ

る
。

イ

フ

ハ
ケ

ン

ト

ク

ニ

チ

カ

ウ

シ

テ

カ

ウ

ホ

ニ

ア

ラ

ズ

邑

隣

二

建

徳

「

非

二

行

歩

}

サ

カ

ヒ

ハ

ブ

カ

ニ

セ

ツ

シ

テ

ス

ナ

ハ

チ

サ

パ

ウ

ス

境

接

二

無

何

一

便

坐

亡

。

朗
詠

集

だ
け

に
限
定
し

な

く
と

も
よ

い
が

、
集
中

に
も
あ

る

「無

何

」

の
語
を
、

俳
号

に
し

た
と

こ
ろ

に
、

武
蔵

の
見
識

が
う
か

が
わ

れ

る
。

『
鉋

屑
集
』

に
載

る
、
武

蔵

の
、
も

う

ひ
と

つ
の
句

は
、
巻

二
、
夏

の

部

の
廿

九

丁
裏

に
、
見
え

る
。

寺

に

て
雨
乞

の
会

に

あ
み

た
笠

や
あ

の
く
た

ら
　

夏

の
雨

宮
本

武
蔵

無

何

こ
れ

を
、
朗

詠
集

の

「
仏
寺

」

の
和
歌

と

な
ら

べ
て
み
よ

う
。

阿
蒋

多
羅

三
↓貌
三
菩

提

の
仏
達

わ

が
た

つ
杣

に
名
賀

あ

ら

せ
た
ま

へ

伝

教
大

師

「
あ

み
た

笠
や

」

の
句

と
、

こ
の
和

歌

と

は
、
内

容
的

に
も

非
常

に
近

い
も

の
が
あ

る
。

「
寺

に
て
雨
乞

の
会

に
」
と

前
が

き

を
置

い

て
、

「
あ

み
た
笠

」
を

「
あ

の
く

(
仰
向

く

)
」
か

ら

、

「
あ

み

だ
如
来

」

を
連
想
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し

て
、

「
阿

蒋
多

羅

一三
貌
三
菩
提

の
仏
達

」
に
、
「
た
ら

た
ら

」
と

「夏

の

雨

」
が
降

る
よ

う
に
、

「
名
賀

(冥
加

)
あ

ら
せ

た
ま

へ
」

と
、
雨

乞

い

を
祈

っ
た
武

蔵

の
脳
中

に
は

、
か

ね

て
愛

読

し
た

で
あ

ろ

う
和
漢

朗
詠

集

に
見

え
る
伝

教
大

師

の
和

歌

が
濃
厚

に
投

影

し

て

い
る
。
新

古
今
集

、
袋

草
紙

、
梁
塵

秘
抄

に
も
出

る
が
、
朗

詠
集

よ
り
得

た
教

養
で

あ

ろ
う
。

四

『
到
来

集
』

は
、
豊

前
中
津

の
小

笠

原

長
勝

の
藩
臣

、
坂

部
弥

堅
、

号

胡

分
が
、

延
宝

四
年

〈
一
六
七

五
〉

に
刊

行
し

た

五
巻

四
冊

の
俳
譜
集

で

あ

る
。

こ
れ

は
、
武

蔵
没
後

三
十

一
年

に
当

る

。

巻

五
、

付
句

の

「雑

部

」

(十

二
の
裏

)

の
最
初

に
、
武

蔵

の
作
。

明
徳

の
比

聖
護
院

宮
消

息

詞

に

て

兄

弟

の
な
と

不
快

な

る
ら

ん

梅
と

菊
時

分
相

違

の
は

な
さ
か

り

月

の
明
暮

軍

を

そ
す

る

楊

貴
妃

の
遊

ひ
は

こ
と

も
惑

し

宮
本

武
蔵

信

玄

こ
の
巻

五
付
句

は

、
た

い

て
い

二
句

つ
づ

き
で

あ

る

の
に
、

こ
れ
だ

け

四
句

つ
づ
き

で

あ

る
。

四
句

一
連

と

見

る
か
、
前

の
二
句

と
あ

と

の
二
句

と
は

別

の
も

の
で

、

「
梅

と
菊

」

の
句

の
下

に
句
主

の
名

を
忘

れ
た

の
か

と
も
考

え
ら

れ
る
。

四
句

つ
づ

き

に
読

む
と

、
第

一
句

の

「
兄

弟
」

に
応

じ

て
第

二
句

「
梅

と
菊

」
と

が
出

て
を

り
、

第

二
句

の

「
は

な
さ

か
り

」

か

ら

「
花

軍

」

の
縁
で

、
第

三
句

の

「
月

の
明
暮

、
軍

を

そ
す

る
」
が
導

き

出

さ
れ

て

い
る
よ

う
だ

か
ら

、
余

り
例
が

な

い
が

、

四
句

一
連

と
し

て

見

て
お
く

。
第

三
句

、

「
月

の
明
暮

、
軍

を

そ
す

る
」
と

い
う

と

こ
ろ
カ

ら
、

「
楊
貴

妃

の
移

し

い
遊

ひ
」

の
語
が
出

る
あ
た

り
、

前

の

「
鑓
梅

」

の
句

と

同
じ

「
貞

門
俳
譜

」

風

の
言
葉

の
遊

戯

で
あ

る
。

「
玄

信

」
を
転

倒
し

て
い
る

。

こ
れ

に
は
、

朗
詠

集
と

の
直

接

の
関
連

は
見

出

せ
な

い
。

『
到
来

集
」

の
編
者

、
坂
部

胡

脅

の
藩

主

、
豊
前

中
津

八
万
石

の
小

笠

原

長

次

(
長
勝

の
父

)
は
、
小

倉

十

五
万
石

の
小
笠

原
忠

真

の
甥

に
当

る

忠

真

は

、
兄
忠

脩

(
長
次

の
父

)
が
大

阪
夏

の
陣

に
戦

死
し

た

た
め

、
小

笠

原

家

の
当
主

と

な
り

、
若

く
し

て
播

州
明

石
十

万
石

に
封

ぜ

ら
れ

た
。

母
は

徳
川

家
康

の
孫

娘

で
あ

る
。

元
和

四
年

〈
一
六

一
八
〉

に

は
明
石

城

が
築

か
れ

、

そ
れ

と
と

も

に
城

下

町

の
町
割

り
が

な
さ

れ
た

。

こ

の
町
割

り
、

い
わ

ば
都

市
計

画

は
、

そ

の
と
き

明
石

に
き

て

い
た
宮

本
武

蔵

の
設

計

に
よ

っ
た
と

伝

え
ら

れ
る
。

へ注

、

13

)
こ
れ
が

事
実

で

あ

れ
ば
、
武

蔵
と
小

笠
原

氏

と

の
結

び

つ
き

は
、

『
二
天
記

』

の
記
録

す

る

「
寛

永
十

一
年
武

蔵
小

倉

に
至

る
」

よ
り
、

ず

っ
と

早
か

っ
た

こ
と

に
な
る

。

小
笠

原

長
次

は
、
寛

永

三
年

〈
一
六

二
六

〉
、
龍

野
六

万
石

の
城

主

に

取
立

て
ら

れ

た
。

こ

の
取

立

て
、
な

ら
び

に

そ

の
前

後

、
な

に
か

と
尽
力

援

助

し

て
い

る

の
は
、
忠

真
で

あ

る
。
寛

永
九

年

〈
一
六

三
二
〉

八
月

、

忠

真

は
豊

前
小

倉

へ
、
長

次
は
豊

前

中
津

へ
と

転
封

に
な

っ
た
。

こ
れ

は

こ
の
五
月

、

肥
後
熊

本

の
藩
主

、
加

藤
忠

広

(
清

正

の
子

)
が
改

易
を
命

ぜ
ら

れ
た

た

め
で

、
そ

の
熊
本

に
は

小
倉

の
細

川
忠

利
が

移

り
、

そ

の
あ

と

に
、
小

笠
原

忠
真

が
据

え
ら

れ
た

。
中
津

小

笠
原

家
が

、
も

と
播

州
竜

野

の
城
主

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
武

蔵

の

い
う

「
生

国
播

磨

」

の
近
隣

関

係
も

考

え
ら

れ

る
。
本
家

、
小
倉

小
笠

原

家

の
家
老

は
養

子

の
宮
本

伊
織

で

あ
り

、

『
到
来
集

』

の
編
者

、
坂

部
胡

労
も

、
分

家

、
中
津

藩
で

相
当

の
地

位

に
あ

っ
た

こ
と
、

刊
行

さ
れ

た
延

宝

四
年

は
、
同

六
年

に
没
し
た

伊
織

が

な
お
在

世

中
で
あ

る

こ
と
な

ど
も
考

え
あ
わ

せ

、
と
も

か

く
珍
ら

し

い
武
蔵

の
俳
譜
作

品
を

収
め

得
た

も

の
と
思

わ

れ
る
。
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『
鉋

屑
集
』

の
編

者
、

岡
本

仁
意
胤

及

は
、

「
医

師

」
と
も

「
絵

師
」

と
も

い
わ

れ

る
。

そ

の
住
地

、

備
前

の
片

上

は
、
武

蔵

の
出
生

地

の

一
つ

に
擬

せ

ら
れ

る
美
作

国

の
宮
本

(
現
在

、

岡
山

県
英

田
郡
大
原

町
宮

本

)

と

も
、

な
ん

ら
か

の
地
理
的

関
連

が
あ

る
か
も

し

れ
な

い
。

距
離
的

に

は
播

州
出

生
地

説

の
宮
本

(現

在
、
兵

庫

県
揖

保

郡
太

子
町
宮

本

)

の
方

が

近

い
。
播

州

の
宮

本

と
竜
野

と

の
距
離

は
約

八
粁

と
き

わ

め

て
近

い
。

『
鉋

屑
集
』

、

『
到
来

集
』

の
二
集

と

も
、

そ

れ
ぞ

れ

の
背

景
を

持

っ

て
、
武

蔵

の
俳
譜
作

品
を

お
さ

め

て

い
る

。

五

『
和
漢

朗
詠

集

』
上

下

二
巻

は

、藤
原

公
任

〈
九

六
六
ー

一
○

四

一
〉

の

撰

で
あ

る
。

こ
の
和
漢

の
学

識

を
も

つ

「
当

時
第

一
流

の
才

人
」

四
条
大

納

言

の

編
著

は

、
他

の
文

芸
作

品

と
ち
が

っ
た

流
行

の
相

を
も

っ
て
展
開
し

た
。

和
歌

と
漢

詩
文

の
句

を

お
さ

め

て
い
る

た
め
、

一
方

で

は
文
芸

的
な
教

養

を
身

に

つ
け

る

テ
キ

ス
ト

に
用

い
ら

れ
、

一
方

で

は
、
漢

字
と

仮
名

の

両
様

を

そ
な

え

て

い
る
た
め

、
習

字

の
手
本

と
し

て
珍

重

さ
れ

て
き

て

い

る
。
藤

原
定

家

の

『
明

月
記

』

に
、

「
昨
今
書

二
朗
詠

上
巻

一
又

点

レ
之

為

二
小
童
読

書

一也

」

と
あ

る

こ
と
で
も

、

こ
れ
ら

は
理

解

さ
れ

る
。
伝

行

成
筆

な

ど

の
名
筆

が
き

わ

め

て
多

い
こ
と
も

、
他

の
文

芸
作

品

の
及
ば

な

い
と

こ
ろ
で

あ

る
。

(
注

、
14

)

山

田
孝
雄
先

生

は

、
和
漢

朗
詠

集
を

、
御

物
本

行
成

卿
筆

の
本

文
で

校

訂

さ
れ

、

昭
和

三
年

に
、

「
日
本

歌
謡

集
成

」
巻

三
に
、

昭
和

五
年

に
は

岩
波

文

庫

に
収

め
ら

れ
た
。

そ

し

て
昭
和

六
年

〈
一
九

三

一
〉

に
、
岩
波

講
座

、

日
本

文
学

の
、

『
倭

漢
朗

詠
集

』

に
お

い

て
、
す

ぐ
れ

た
見
解

を

い
く

つ
も
述

べ
て
お
ら

れ

る
。

そ
れ

が
古

写
本

の
徳

川
時

代
以
前

の
も

の
を
見

て
も

三
十

種
以

上

に
な

る
で
あ

ら

う
し

、
徳
川

時
代

の
板

本
も
亦

頗

る
多

い
。

か
く

の

如

く
莫

大
な

数

に
達
し

て
ゐ
る

の
を
見

て
も

本
書

が
世

上

に
有
す

る

勢

力

の
頗

る
大
で

あ

っ
た
事

を
見

る

べ
き
で

あ

ろ
う
。

古
写

本
だ

け
で

な

く
、

板
本
、

付
訓

本
、

頭
注

本
、

絵
入

本

な
ど
、

す

こ
ぶ

る
多

い

の
も

、
和

漢
朗

詠
集

に
見

ら

れ
る
特

色
で

あ

る
。

そ

の
、
刊

本

に

つ
い

て
、
述

べ
た
も

の
で
、
伊

藤
寿

一
、
堀
部

正

二
両

氏

の

『
和
漢

朗
詠

集
山

城

切
解
説

及

釈
文
』

(
昭
和

十

四
年

)
を
引

い

て

み
よ

う
。刊

本
と

し

て
は
西
班

牙

国

エ
ス

コ
リ

ヤ

ル
な

る

サ

ン

・
ロ
レ

ン
ソ

王

室
御

文

庫
蔵

の

日
本

耶
蘇
会

版

(慶

長

五
年

)や
慶

長
中

期

の
刊

行

に
係

る
整
版

本

(
二
巻

二
冊
無

刊

記
本

)を
始

め

、
寛

永

五
年

・
同
十

九

年
等
約

二
十

余
種
が

重
版

さ

れ

て
ゐ
る
が

、

こ
れ

ら
も

多

く
は
手

習

用
と

思

し

く

て
文
字

も
大
き

い
。

右

の
刊
本

出
版

の
時

期
、

慶
長

か
ら
寛

永

は
、

ち

ょ
う
ど

宮
本
武

蔵

の

生

き

た
時
代

で

あ
る
。

慶

長

五
年

〈
一
六
○

○
〉

、

「
日
本

耶
蘇
会

の

コ
レ
ジ

オ
に
於

い

て
」

「
倭
漢

朗
詠

集
巻
之

上

」

一
冊
が

、
美
し

い
吉

利
支

丹

版

で
刊

行

さ
れ
た

こ
と

は
、
当

時
、
朗

詠
集

流
行

の

一
面
を
如

実

に
物

語

っ
て
興
味

深

い
。

碧

眼
紅

毛

の
南
蛮

人

に
ま

で
普

及
し

た

こ
と
は

、
編
者

も

予
想

し
な

か

っ

た

こ
と

だ

ろ
う
。

(
注
、

15

)

こ
の

こ
ろ
、
武
蔵

は
十

七
才

。

そ
の
九
月

に
は
、
例

の
関
が
原

の
合
ロ
戦

が

あ

っ
た
年

で
あ

る
。

一25う



朗

詠
集

と
武

蔵

と

の
出
合

い
、

そ
れ
が

、

い

つ
、

ど

こ
で
、

な

ん

の
た

め
か
、
も

ち

ろ
ん
、

よ
く

わ
か

ら
な

い
。

刊
本

で
読

ん
だ

か
、

写
本

で
し

た
し

ん
だ

の
か
、

そ
れ
も

わ
か

ら
な

い
。

「
新
免

武

蔵
先

生
伝

記
」

に

は

「先

師

十

三
才
、
其

比

」

「
例

ノ
如

ク
手
筆

ノ
師

ノ
方

二
行

ク
」
と

い
う

記

事
が

あ

る
が
、
朗

詠
集

を
学

ん
だ

か
、

ど
う

か

、
こ
れ

も
わ

か
ら

な

い
。

た
だ
、

彼

の
若
年

の
こ
ろ
、
吉

利
支

丹
版

に
ま

で
、

刊

行
さ

れ
る
、
朗
詠

集

の
時

代
で

あ

っ
た

こ
と

に
注

目
し

た

い
。

六

「
寒

流
帯

月
澄

如
鏡

」
と

い
う
、

和
漢

朗
詠

集

の

一
詩

句
を

も

っ
て
、

「
戦
気

」

に

つ
け
た
、
武

蔵

の
心
事

に

つ
い

て
、
考

え

て
み
よ
う

。

和
漢

朗
詠

集

に
は

、
朗

詠
句

題
和
歌

が

多
く
作

ら

れ

て

い
る
。

い
ま

、

「
寒
流

帯

月
澄
如

鏡

」
を

題

に
し
た

も

の
を
あ
げ

る
と

、

月
故

ぞ
水

は
鏡

と
成

に
け

る
木

の
葉
隠

れ

を
払

ふ
波

間

に

〈
慈

円

拾

玉

集

四

詠

百
首

和
歌

冬

〉

山

水

に
さ

え
ゆ

く
月

の
増

鏡
凍

ら
ず

と

て
も
流

る
と

も

み
ず

〈
藤

原
定

家

拾

遺
愚
草

員
外

〉

い

ほ
さ
き

の
す
み

だ
か

は
ら

の
川

風

に
氷

の
か
が

み
み

が
く

月
か

げ

〈
土

御
門

院
御

集

〉

こ
ほ
り
わ

け
な

が

れ

に
す
め

る
月

か
げ

は
た

ま
く
し

げ

な

る
鏡
と

そ

み
る

〈
前

中
納

言
匡

房

夫

木
和

歌
集

鏡

〉

(
注

、
16

)

こ
れ
ら

は

、
ど

の
歌

を
よ

ん
で

見

て
も

、
歌

よ
み

が
、

た
だ

、
観

念
的

に
、

こ
と

ば
を

も

て
遊

ん
で

い
る

だ
け
で

あ

る
。

そ

こ
に
は
、

作
者

、

そ

の
人

の
個
性

が

に
じ
み

出

る
何
も

な

い
よ
う
で

あ

る
。
仮

に
、
作
者

の

名

を
伏

せ

た
場
合

、

個
人
差

と

い
う
も

の
が
み

と
め

ら
れ

る
だ

ろ
う
か

。

武
蔵

が

、

「
戦

気

」

に
そ
え

た

こ
と

と

は
、
あ

き
ら

か

に
差
異

が
あ

る
。

こ
れ

に
は

、
武

蔵

そ

の
人

の
個
性

が

、
強

烈

に
、

に
じ

み
出

て
い
る
。

そ
し

て
、

「
寒
流
帯

月

澄
如

鏡
」

だ

け
で
な

く
、

『
五
輪

書
』

に
使

用

し

て

い
る
「
水

に
碧

潭

の
色
あ

り

」
、
「
あ

み
だ

笠

や
あ

の
く

た
ら
た

ら
夏

の

雨

」

の
句

、

「
鑓

梅

の
さ
き

と
を

れ
か

な
春

三
月
」

の

「春

三
月
」

、

「

春

風
桃

李
…

…
」

の
詩
句

を

、

「
悟

道

の
妙
境

」

と
し

た

こ
と

、

な
ど
、

こ
れ
ら

は
み

な
、

武
蔵

が
、

朗
詠
集

を

、
愛
読

し

た

こ
と
を
物

語

る
。

朗
詠

集

の
流
行

は

と
も
か

く
、
謡

曲

、

そ
の
他

の
文
芸

作
品
か

ら
得

た

教

養
と

も

反
論

さ
れ

る
か
も

し

れ
な

い
。

「
春
風
桃

李

…
…

」
は

よ
く
他

に
も
引

用

さ
れ

る
が

、

こ
の

「
寒
流

帯
月

澄
如

鏡

」
だ

け
は

、
謡
曲

に
も

平
家

物
語

に
も

見
当
ら

な

い
。
孫
引

き

や
聞

き
か

じ
り

の
知

識

や
教

養

で

は
な

く
、
武

蔵

の
、
朗

詠
集
愛

好

か
ら

、
自

然

に
、

ほ
と
ば

し
り
出

た

も

の
で

あ

ろ
う

。

「
二
天

一
流

」

の
兵
法

の
道

(
二
刀
流

を
彼

は

こ
う

い
う

)
を
独
創

し

「
兵

法

の
利

に
ま
か

せ

て
諸

芸
諸

能

の
道

と
な

せ
ば

、
万

事

に
お
ゐ

て
我

に
師

匠

な
し

」
と

『
五
輪
書

』

の
序
文

で

い
い
き

る
。
絵

画

.
彫
刻

.
書

跡

・
細

工
な

ど

に
も
、
す

ぐ
れ

た
才
能

を

も

っ
て
い
た

こ
と

は
、
今

も
残

る
数

々
の
芸
術

作
品

に
う

か
が

わ
れ

る
。

天
才

、
宮

本
武
蔵

は

、

「
な

に
ご

と

に
も

す
ぐ

れ
め

で
た

く
お

は
し
ま

す

」
藤

原
公

任

の
撰

ん
だ

、

『
和
漢

朗
詠

集
』

を

、
も

っ
と

も
よ

く
、
味

読

し
た

、

ひ
と
り

で
あ

る
。
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注

拙

稿
、
宮
本
武
蔵

の

『独

行
道
』

(語
文
研
究
、
第

二
十
四
号

)

「
宮
本
武
蔵
」

(宮
本
武

蔵
遺
蹟
顕
彰
会
編

、
池

辺
義
象
著

)

付
録
、

一
頁
。

一
二

一
頁

。
七
頁
。

和
漢
朗
詠

集

の
引
用
は
す

べ
て
、
山

田
孝

雄
校
訂
、
岩
波
文

庫

『
五
論
書

』
細

川
本

(岩
波
文
庫

)
以
下

同
じ
。

肥
後
文
献
叢
書

、
第

二
巻
、

『
二
天
記
』
と

と
も

に
登
載
。

『
新
免
武
蔵
先
生
伝

記
』

(武
士
道
全
書
、
第

八
巻

二
六

四
頁

)

『
撃
剣
叢
談

』
巻
之

四

へ武
術
叢
書
、

一
九

五
頁
)

「
画
人
宮
本
武
蔵
』
添

田
達
嶺
著
、
雄
山
閣
、

一
○

}
頁

『随
筆

宮
本
武
蔵
』
吉

川
英

治
著

講
談
社

六

五
頁

『鉋

屑
集
』

の

「句
引

」
に
は

「
京
」
の
住

に

「妙

心
寺
大
渕
和
尚
」
と
右

肩

に
注
記
し

た

「
玄
弘

二
」
が
あ
る
。
大
渕
和
尚

と
い
え
ば
、
細
川
家

の
招

き
で

肥
後
に
き

て
、
寛
永
十
九
年

〈
エ
ハ
四

二
〉
泰
勝

寺

(
い
ま
熊
本
市
、
竜

田
山

の

麓
に
遺
跡
が
あ

る
)
の
第

一
世

に
な

っ
て
い
る
。

も
と
、泰
勝
院

と
い

っ
た
が
、
こ

れ
は
細
川
家
中
興

の
祖

、
細

川
藤

孝

(幽
斎

)
の
法

名
か
ら
出

て
い
る
。大
渕
が

、

武
蔵
の
死
後

の
法
事

を
執

行
し
た

こ
と
は
、
藩
老

長
岡
監
物
と
小
倉

の
宮
本
伊
織

と
の
往
復
書
簡

(肥
後
文
献

叢
書
、
第

二
巻

〉
に
あ
き
ら

か
で

あ
る
。

(
『
二
天

記
』
で

導
師
を
第

二
世

の
春

山
と
す

る
の
は
あ
や
ま
り

)

『肥
後
国
誌
』

(森
本

一
瑞
編
、
明
和
九
年

〈
一
七
七

二
〉

)
に
は
大

渕

の
記
述
が

い
く

つ
か
あ
る
が
、

く

い
ち
が

い
も
見

え
る
。
泰
勝
寺
の
開
山
と

な
り

「
在
住
十
二
年
承
応

二
年
七
月

九

日
遷
化
六
十
六

才
」
と
、

「
勢
州

ノ
産

ニ
テ
和
州
顕
孝
寺

二
住

ス
檀
越
片
桐
東

市
正
且
元
没
落

ノ
後
大

渕
備
前

二
在

シ
テ
光
尚
君

ノ
招
キ

ニ
依

テ
立

田
泰
勝
寺

二

住

シ
」

に
注

目
し

た
い
。

「
備
前

二
在

」

っ
た

こ
と
が
、

『鉋
屑
集
』
と
縁
が
あ

る

の
か
。
な

お
、『小

倉
碑

文
』

の
建
碑

は
承
応

三
年
で
、
大
渕
が
没
し

て
い
た
た

め
、
第

二
世
春

山
の
撰

文
と
な

・
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。
春
山
が

・小
倉
碑
文
』

を
書

い
て
い
る
の
で
、

『
二
天
記
』

の
筆
者
は

、
導

師
を
春
山
と
あ
や
ま

り
、
吉

川
英
治
氏
も
ま

た
、

「
春
山
和
尚
考
」

(
「随
筆
宮
本

武
蔵
』

二
六
七
頁

)
で

、

よ
く
わ
か
ら

ぬ
と
歎

息
さ
れ
た
。
大
渕
が

、
武

蔵
よ
り
四
才

ほ
ど
年
下
に
な
る
か

ら
、
第

二
世

の
春
山

は
そ
れ
よ
り
さ
ら

に
若
か

っ
た
だ
ろ
う
。

「春
山

和
尚

に
縁

り
」
と

い
う

『
二
天
記
』

の
記
述
は
、
は
た
し

て
真
実
だ

ろ
う
か
。

13

「
明
石
市
史
』

上

黒
田
義
隆
編

14

「和
漢

朗
詠
集
の
成
立
と
古
写
本
」
堀
江
知

彦

(平
凡
社
、
書
道
全
集

、
第

十

三
巻

、
日
本

、
平
安

m

)
に
は
、
写
真
版
入
り

で
、
く
わ
し

い
説
明
が
な
さ
れ

て

い
る
。

-o

「和
漢
朗
詠
集
」

川
口
久

雄
校
注

(岩
波
書
店
、

日
本
古
典
文
学
大
系
七
十
三

)
と
、
同
月
報
、

(第

二
期

、
第
10
回
配
本

)

「
エ
ル
、

エ
ス
コ
リ

ア
ル
訪
書
紀

行
」
と
に
、
世
界

の
孤
本
倭
漢
朗
詠
集
巻

之
上
が
、
写
真
版
を
添

え
て
、
紹
介
し

て
あ

る
。

16

柿
村
重
松
註

『
団
嬰
朗
詠
集
考
謹
』

の
、

歳
暮
、
塞
流
帯
月
澄
如
鏡
タ
吹

和
霜

利
似
刀

の

「資
考

」
に
も
と
ず

く
。

(=
二

二
頁

)

な
お
、
和
漢
朗
詠
集

に

つ
い
て
、
そ

の
詳
細
は
、
別
稿
、

『
和
漢
朗
詠
集
と
古
今
和

歌
六
帖
』

に
譲

り
た
い
。

本
稿
は
、
前
稿

「宮
本
武
蔵

の
『独
行
道
』
」
と

と
も
に
、九

州
大
学
教
授
中
村
幸

彦
博
士
か
ら
終
始
懇
切

な
ご
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
篤
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

(艇

・
1

・
P
)
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